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翻

訳

J

シ
ャ
ン

フ

ィ

リ

ッ

フ

レ
グ
ィ

「
中
世
学
識
法
に
ゐ
け
る
証
明
の
序
列
」

(
四
)

訳
者
は
し
が
き

序序
目

章論

次先

例ロ
1
7
法
ー
ー
ゲ
戸
マ
シ
法
1
1
二
一
世
紀
に
お
け
る
慣
習
法
の
状
態

l
lカ
ノ
ン
法

序
列
の
概
観

ー
証
明
一
般

l
l証
明
の
定
義

立
証
拠
の
種
類

1
l種
々
の
証
明
方
法

直
「
証
明
の
程
度
」

l
l証
明
の
序
列
の
諸
段
階

第
二
章
公
知
性

l
l事
実
を
公
知
た
ら
し
め
る
手
段

第
一
節
公
知
性
の
理
論
の
一
般
的
展
開
(
以
上
二
一
巻
-
号
)

第
二
節
事
実
の
公
知
性

1
l
「
事
実
の
明
証
性
」
ま
た
は
「
外
観
」
に
よ
る
証
明

ー
持
続
的
ま
た
は
継
続
的
事
実
の
公
知
性

E

一
時
的
ま
た
は
瞬
時
的
行
為
の
公
知
性

E

断
続
的
事
実
の
公
知
性

第
三
節
法
律
上
の
公
知
性

ー
裁
判
上
の
自
白

E

既
判
力

第
四
節
推
定
上
の
公
知
性
ま
た
は
推
定
さ
れ
た
公
知
性

第
三
章
「
完
全
証
明
」

第
一
章

上

口

裕
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第
一
節
「
完
全
証
明
」
の
種
類

-
複
数
証
人
の
証
言

E

文

書

E

自

白

W

強
力
も
し
く
は
有
力
な
推
定
(
以
上
一
二
巻
二
・
三
合
併
号
〉

第
二
節
「
完
全
証
明
」
の
聞
の
抵
触

規
則
:
「
証
人
は
文
書
に
優
る
」
ハ
以
上
二
一
巻
四
号
)

第
四
章
不
完
全
証
明
'
|
|
「
半
完
全
証
明
」
お
よ
び
徴
滋

第
一
節
「
半
完
全
証
明
」
の
種
類

蓋
然
的
推
定

l
l
Z官
の
-
証
人
|
|
家
内
文
書
l
|
文
書
の
比
較
|
|
被
告
人
の
逃
亡
1
1
事
実
ら
し
さ
|
|
風
評

第
二
節
「
半
完
全
証
明
」
の
効
果

単
独
の
場
合
l
l
補
充
宣
誓
を
伴
う
場
合
|
|
雪
箔
宣
誓
を
伴
う
場
合
|
|
略
式
訴
訟
に
お
け
る
場
合
l
l
複
数
存
在
す
る
場
合

1
1
1
完
全
証
明
を
減
殺
す
る
場
合

第

三

節

徴

滋軽
度
の
推
定
(
以
上
本
号
)

第
五
章
補
助
的
証
明
と
し
て
の
宣
誓

-
宣
誓
の
適
法
性
と
補
助
的
性
格

E

宣
誓
の
種
類
ー
ー
そ
の
性
格
l
l
裁
判
外
の
任
意
的
宣
誓
|
|
裁
判
上
の
任
意
的
宣
誓
|
l
l
訴
訟
物
に
関
す
る
宣
誓
|
|
裁
判
上
の
必
要
的
宣
誓

l
l
雪
需
品
宣
誓

E

宣
誓
の
価
値

禁
止
さ
れ
た
証
明
と
し
て
の
神
判

〉
HmHm口
品
話
回
時
代
ま
で
の
認
容
|
1
1
禁
止
ー
ー
の
払
向
。
同
日
開
以
後
に
お
け
る
消
滅

序
列
の
論
理
的
意
味
|
|
歴
史
的
意
味
|
|
慣
習
法
に
対
す
る
彫
響

第
六
章

結

論

第
四
章

不
完
全
証
明
|
|
「
半
完
全
証
明
」
お
よ
び
徴
想

中
世
に
お
け
る
証
明
の
序
列
に
お
い
て
、
唯
一
判
決
の
基
礎
と
な
り
う
る
証
明
で
あ
る
「
完
全
証
明
」
の
下
位
に
は
、
「
半
完
全
証
明
」
、
徴
慈
、
推
定
、

推
認
、
補
助
証
拠
ハ
邑

B
宮
山
口
巳
ぬ
る
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
そ
の
他
の
証
拠
方
法
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
証
拠
方
法
は
す
べ
て
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同
じ
価
値
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
カ
テ
ゴ

p
l
の
中
で
も
さ
ら
に
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
証
拠
方
法
は
、
少
な
く
と
も
、

完
全
な
証
明
を
行
う
に
は
不
充
分
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
証
明
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
い
場
合
よ
り
は
価
値
が
あ
る
と
い
う
共
通
性
を
も
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
証
拠
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
分
な
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
中
世
学
識
法
の
独
創
で
あ
る
。
そ
の
際

i
lそ
れ
も
、
き
わ
め
て
客
観
性
を
欠
い
た
や
り
方
で

l
l援
用
さ
れ
た
数
少
な

(
1
)
 

い
ロ

1
7
法
の
法
文
は
、
た
ん
に
、
一
名
の
証
人
の
供
述
あ
る
い
は
帳
簿
の
よ
う
な
家
内
文
書
と
い
っ
た
、
そ
れ
自
体
不
充
分
で
、
せ
い
ぜ
い
推
測
を
も

た
ら
ず
に
す
ぎ
な
い
あ
る
種
の
証
拠
方
法
は
、
他
の
「
補
助
証
拠
」
が
付
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
証
明
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
意

を
促
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
ロ

l
マ
法
の
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
こ
れ
ら
若
干
の
断
片
が
問
題
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
直
接
、
す
べ
て
の
証
拠
方
法
は
同
一
の
次
元
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
観
念
が
引
き
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
「
あ
る
も
の
は
充
分
で
あ
り
台

5
0
E
B
E
B
n
E
E》
」
、
「
あ
る
も
の
は
完
成
し
、
あ
る

(
2〉

(

3

)

い
は
役
立
つ
《

A
E
Z
E
E
-嵐
広

5
5け》

E
《
買
え

K
E
E》
」
、
前
者
の
例
と
し
て
二
名
の
証
人
、
公
正
文
書
、
後
者
の
例
と
し
て
、
一
名
の
証
人
、

〈

4
〉

(

5

)

「
家
内
文
書
《
口

R
S
O
仏

O
B
g江
口
担
。
》
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
後
者
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
充
分
な
証
明
と
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
を
同
じ
タ
イ
プ

(

6

)

 

の
証
拠
方
法
と
併
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
間
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
~
証
拠
方
法
は
「
推
定
と
し
て
《
包
有

S
E
E
-
E
5
5》
」
の
価
値
が
あ

(

7

)

 

る
、
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
証
明
」
と
比
較
し
て
推
定
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
明
ら
か
で
あ
る
。
推
定
は
そ
れ
だ
け
で
は
有
責
判
決
を
基
礎
ゃ
つ
け
る
の
に
不
充
分

(
B〉

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
証
明
は
推
定
を
破
る
な

E
E什

円

0
1
5
E
育

B
E
E
-弘山
O
B
B》
」
と
い
う
の
が
原
別
で
あ
る
。
若
干
の
著
作
家
は
、
完
全

(

9

)

 

な
証
明
力
を
も
っ
「
本
来
の
証
明
《
買

D
Eけ
{0405》
」
と
対
比
す
る
意
味
で
、
こ
れ
を
「
擬
似
証
明
《
宮
田
弘
官

cg件
目
。
と
あ
る
い
は
「
擬
制
上
の
証

〈

刊

)

明
《
喝
さ
σ己
目
。
出
口
仲
田
》
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
頃
そ
の
法
制
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
補
充
宣
誓
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
日
)

訴
訟
に
お
い
て
通
常
の
証
明
が
欠
け
る
場
合
に
推
定
を
頻
繁
に
利
用
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
二
世
紀
の
終
わ
り
、
推
定
と
い
う
用
語
が
ま
っ
た
く
不
適
当
に
な
っ
た
。
正
し
い
意
味
で
の
推
定
は
、
既
知
の
事
実
を
前
提
に
未
知
の
事

実
を
確
定
す
る
推
理
を
指
す
が
、
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
方
法
は
、
一
名
の
-
証
人
の
供
述
や
家
内
文
書
〔
に
よ
る
証
明
〕
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

121 

さ
ら
に
、
推
定
そ
れ
自
体
、
そ
の
価
値
に
従
っ
て
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
最
も
強
力
な
も
の
は
判
決
を
下
す
の
に
充
分
な
も
の
で
あ
り
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(
認
)

う
る
。
用
語
法
の
整
理
は
、
二
一
世
紀
の
最
後
の
一

O
年
に
著
さ
れ
た
図
。
円
E
E
P
2
4
Z
の
著
作
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
不
完
全
証
明
を
指

す
た
め
に
、
「
蓋
然
的
推
定
合
g
gロ
自
主
同
OHVHOEσ
日
目
》
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
頻
繁
に
使
用
す
る
に
は
洗

練
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
唆
味
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
回
2
5
E
骨
司
自
目
。
が
「
半
完
全
な
信
用
性
《
8
5
6
H
O
E
F凶

g
》
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の

は
た
ん
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
間
も
な
く
「
半
完
全
-
証
明
」
と
い
う
用
語
法
が
確
立
さ
れ
る
。

半
完
全
証
明
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
一
名
の
証
人
《
宮
丘
町
ロ

R
5ど
で
あ
っ
た
。
二
名
の
証
人
は
「
完
全
証
明
」
を
構
成
す

(
臼
〉

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
算
術
的
演
縛
に
よ
っ
て
、
一
名
の
証
人
の
価
値
を
一
示
す
半
完
全
証
明
と
い
う
表
現
が
導
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
一
四
世
紀
に

は
、
心
理
学
的
な
説
明
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
証
拠
が
提
出
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
裁
判
官
の
確
信
は
段
階
的
に
、
「
懐
疑
念
ロ
E
E

S
巴

O》
」
、
次
に
「
推
測
会
5
u
w丘町
O》
」
、
そ
の
上
の
「
臆
見
合
U
E
O》
」
、
そ
し
て
最
後
に
「
完
全
な
確
信
《

U
R
p
n
g
R
Eロ
5
8
8ロ片山仏
g
》」

へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
最
後
の
段
階
が
正
し
い
意
味
で
の
証
明
を
構
成
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
つ
の
段
階
は
「
半
完
全
証
明
」
と
、
さ
ら
に
「
半
完

(

日

比

)

全
証
明
」
の
下
に
位
置
す
る
も
の
と
を
含
ん
で
い
る
。
「
半
完
全
」
証
明
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
?
そ
の
役
割
は
正
確
に
は
何
か
?

ゴ
リ

l
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
?
以
上
の
点
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
劣
る
カ
テ

ーま

〈

1
)

最
も
明
確
な
の
は
、
。
・

AF・
巴

-
m
丘
町

2
0・
AH-N0・
品
・
〈

-
E印印日ロ
-NU・
ω
-
r
N
(
一
名
の
証
人
は
推
測
を
生
む
)
・
中
世
に
お
い

て
援
用
さ
れ
た
こ
れ
以
外
の
法
文
は
こ
の
問
題
と
関
係
が
な
い
。

〈・

0仲
何
回

C
ロ
色
白
可
胆
4日刊・

H
M
-
M
P
N
F
H
O
V同ロロ
g
回同臼田
U
P
S
-
∞
8
・
∞
町
田
・
の
白
色
・
回
世
HHHσ0円
mHOロ白山田

M内〈
H・

HH口。片山
5
・
ω
E
B
B印。・

hF・
NO
ロ
。
∞
・
忠
弘
恥
}
伊

U
C
O
R
同〈

UN・
回
目
口
vu己
0同
g
H
J
J
H由・

H・
Hι曲。ロ門同
o
d
q
uロ
ロ
白
色
。
色
。
ロ
仏
0・

H
E
R
E
P
ω
ロ
B
旨
担
。
・
品
-
忌
ロ
。
∞
・

0
§
o
p
』

-
E由即日
8
5・
。

a-
国白
B
σ
R
m
o
s
s
-

H
B
O円山口町
Uの
白
血
・
回
世
B
σ
R
m・
--n・

(
2〉

(
3〉

(

4

)

 

(

5

)

 

(

6

)

 

。。品目

UH同
HMO片山口
p
r
n
-
同

O岡町一江口
Pω
・。・

AH・
M
M
・

(

7

)

 

u
b
v
-
E
E
回
E
n
Z
H
o
m
5
L・
ロ
・
|
|
《
富
山
ロ
g
H
O問
5
5
8》
pa.
回
曲
目

Z
品・

M2.
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(

8

)

 

。
D門同・回同
HHMZ品・

M内〈同・

2
白
8
E
E
-
。・

AH-H由・

E
O
R
O
仏

O
回】。

z・
MH〈
・
回
骨
片
口
凹
a
a
o
司
雪
印
。
ロ

H
M
m
日
・
ロ
曲
目
8
0・立件
-
g・

0
2・
基
礎
と
な
る
法
文
は
、
ロ
-
M
M
-
u
-
M
h
z
g
ユO三
ロ
・

AH・
M-
呂
田
UF

。4
打
開

HOロ
-HUH白
口
。
ロ
巴
ロ
・
回
OH・口白円色。。
]U担ぐ山
F
y
n
-
】川口ロロタ

HHHm
∞・

O
E
C
《
青
山
由
口
三
回
目
》
・

5
・臼・

〈
-Hロ
no片
付
巴
即
日
お
け
。
円
安
w

の
さ
田

P
M〈
mω
・」『
o
p
回胆由回目白ロロ
P
A
R
5
2
8
N・
H
X
Eロ
タ
ゲ
ロ
・
ロ
同
B
a
o
-
-ロ仲・町田・

の
-
F
O
回
S
F
E
n巴
oロ
ロ
白
山
円
。
皆
同
)
円
・
。

8
8・
に
よ
れ
ば
、
一
一
九
一
年
と
一
一
九
八
年
の
間
で
あ
る
。
〈
・
ロ
・
忌
申

N
兄

mH・

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ぇ

-KFNop
の
D
B
B・
o・品
-M0・
由
ロ
。

ω
立田・

Q
o
Eロロ
g
回
世
田
印
目
白
ロ
ロ
帥
の
役
割
が
決
定
的
で
あ
る
〉
・

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

4
-
n
H
M
白℃・凶・

(
9〉

(

叩

)

(

日

〉

(

立

)

(

日

)

〈

M
〉

第
一
節

「
半
完
全
証
明
」
の
種
類

〈

1
)

か
っ
て
い
か
な
る
規
則
に
よ
っ
て
も
、
「
半
完
全
」
証
明
の
数
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
も
つ
ば
ら
法
律
助
言
者
が
そ
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
そ
の
リ
ス
ト
は
す
べ
て
の
法
律
助
言
者
に
と
っ
て
共
通
で
あ
る
。

(

2

)

 

ω
「
蓋
然
的
ま
た
は
真
実
に
近
い
合
R
E
B呂
田
》
推
定
」
は
、
こ
の
P
ス
ト
の
中
に
明
示
的
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
推
定
が
他
の
半

(

3

V

 

証
拠
ハ
a
o
Bア
HVHOEg)
と
同
一
の
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
推
定
は
、
推
定
の
序
列
の
中
で
は
、
完
全
証
明
の
-
託
明
カ
を

有
す
る
強
力
な
推
定
の
下
に
位
置
す
る
。
こ
の
捻
定
の
具
体
例
は
無
数
に
あ
り
、
分
類
を
好
む
著
作
家
は
「
事
実
上
の
、
自
然
上
の
、
人
に
よ
る
《
p
n
p

B
E
E
P
Z
B
E
C」
推
定
を
区
別
し
た
。
事
実
上
の
推
定
に
は
、
過
去
の
事
実
に
基
づ
い
て
将
来
の
事
実
を
推
定
す
る
場
合
、
最
近
の
事
実
か
ら
か

(

4

)

 

つ
て
の
事
実
を
推
論
す
る
場
合
等
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
推
定
は
す
べ
て
、
人
(
裁
判
官
)
に
よ
る
推
定
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
が
法
律
で
は
な
い
か
ら
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で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
人
に
よ
る
推
定
は
強
力
ま
た
は
必
然
的
で
あ
る
「
法
律
上
の
推
定
」
と
区
別
さ
れ
る
。
蓋
然
的
な
推
定
の
例
と
し
て
、

M
Y
吋

Z
E

S
世
田
門
可
〉
【
阿
丘
ロ
は
、
「
疑
わ
し
い
場
所
で
し
ば
し
ば
男
と
女
が
諮
り
あ
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
る
な
ら
ば
《
即
日

g
g巳
巴
号

g
H
5
B
E
g
-白

g
ロ
2
5
5
E
H
c
n山田凹
5
宮
♀
Z
2
昨
2
5
E
R》
」
、
男
と
女
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
と
い
う
。
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間
コ
名
の
証
人
」
こ
れ
は
半
証
拠
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
「
一
名
の
証
言
は
証
言
が
な
い
に
等
し
い
合
員
ロ
巳
5
・
g
H
ロ
巳
t

(
6〉

(
7〉
ハ

S
)

ロ
5
》
」
の
で
あ
り
、
初
期
の
ロ

1
7
法
学
者
や
司
立
E
P
の
gけ
山

O
P
E
n
o
σ
5
と
い
っ
た
著
作
家
は
こ
れ
を
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
を
一
切
拒
ん
だ
。

(

9

)

(

叩

)

〈

日

)

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
却
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
「
ロ
・
コ
デ
ィ
」
(
の
O
門
出
〉
、
「
綱
要
」
(
回
門
担
n
F
三
O
間
口
印
〉
、
H
E
O
Z
5

(
立
)

は
一
名
の
証
人
を
推
定
も
し
く
は
補
助
証
拠
と
し
て
認
め
て
い
た
。
目
白
S
E
E
お
よ
び
τ
E
ロ
5
回
国
g
田
町
ロ
5
は
こ
の
見
解
を
採
用
し
、
間
も
な

く
き
わ
め
て
単
純
に
「
二
名
の
証
人
は
完
全
証
明
に
充
分
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
一
名
の
証
人
は
半
完
全
証
明
に
充
分
で
あ
る
《
U
g
g丘
8
2
E
'

n
Z
E
E
-
o
ロ
E
H
官

cg巴
O
ロ
g
r
o片
岡

O
ロ
ロ
5
E
8
5
G
H
S
E
H
》
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
一
名
の
証
言
が
内
容
と
形
式
に
お
い
て
完
全
に
適
正
令
北
口
回
目
。
。
で
あ
る
こ
と
は
当
然
に
必
要
で
あ
り
、
疑
わ
し
い
、
ま
た
は
宣
誓
の
な
い
証

人
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
「
数
の
不
足
念
。
な
口
宮
田
町
ロ
ロ
ロ
B
O
B
》
」
は
許
容
さ
れ
た
が
、
「
供
述
の
寝
庇
金
丸
R
E
印

(
羽
)

宮
内
回
目
♀
C

》
」
は
証
言
の
排
斥
の
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

倒
「
家
内
文
書
《
2
2
8
己

0
5
8
2
口
回
目
》
」
こ
の
種
の
書
面
が
正
確
に
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
有
す
る
か
は
激
し
い
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
基

礎
と
な
る
法
文
で
あ
る
勅
法
嚢
纂
第
四
巻
第
一
九
章
第
五
法
文
は
、
「
家
内
文
書
」
は
他
の
「
補
助
証
拠
」
に
よ
る
支
え
が
な
け
れ
ば
証
明
力
を
有
し
な

い
と
い
う
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
?
こ
れ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
文
書
が
「
家
内
文

書
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
?
そ
れ
は
す
べ
て
の
私
文
書
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
?
次
に
、
補
助
証
拠
と
は
何
か
?
そ
れ
は
作
成
の
検
真
、
あ
る
い
は
、

同
等
の
価
値
を
有
す
る
そ
の
他
の
証
明
の
端
緒
(
g
B
B
E
g
g
gけ
己

O
U円
2
g
)
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
H
E
目
立
5
か
ら
K
F
2
5
8
ま

(
日
目
〉

で
の
注
解
学
派
、
一
一
-
一
世
紀
の
カ
ノ
ン
法
学
者
は
、
「
家
内
文
章
盲
」
は
推
定
も
し
く
は
「
半
完
全
証
明
」
の
価
値
を
有
す
る
と
し
た
が
、
彼
ら
は
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
り
で
も
あ
る
混
同
を
犯
し
た
。
す
な
わ
ち
、
文
書
の
内
容
の
問
題
と
文
書
の
作
成
の
問
題
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
と
い
う

点
で
混
同
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
私
文
書
は
、
作
成
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
文
書
証
人
ま
た
は
筆
跡

の
比
較
に
よ
っ
て
検
真
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
作
成
の
真
正
を
証
明
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
検
真
が
問
題
の
法
文
の
い
う
補
助
証
拠
に
当
た

る
と
す
る
な
ら
ば
、
補
助
証
拠
と
い
う
言
葉
が
同
等
の
価
値
の
あ
る
そ
の
他
の
証
明
の
端
緒
を
も
意
味
し
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
、

「
半
完
全
亡
証
拠
の
趣
旨
で
は
あ
り
え
な
い
。
文
書
の
内
容
の
問
題
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
誤
り
の
原
因
と
な
っ
た
。
一
二
世
紀
の
終
わ
り
以

(

日

)
降
、
「
自
己
の
た
め
に
《
回
目
立
》
」
作
成
さ
れ
た
文
書
と
「
他
人
、
ま
た
は
自
己
お
よ
び
他
人
の
た
め
に
合
同
F
4
a
印
目
立
丘
由
民
》
」
作
成
さ
れ
た
文
書
と
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が
区
別
さ
れ
た
。
前
者
は
証
明
力
が
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
作
成
者
の
不
利
益
に
は
完
全
な
証
明
カ
を
有
し
た
。
そ
の
中
聞
は
あ
り
え
ず
、
「
半
完

全
」
-
証
明
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
四
〉

のロロ
H
E
B
o
u
z
g
E
は
問
題
点
に
気
づ
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
、
「
自
己
の
た
め
に
」
作
成
さ
れ
る
が
、
顧
客
に
有
利
な
記
載
を
も
含
む

銀
行
家
の
帳
簿
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
帳
簿
は
銀
行
家
の
有
利
に
も
不
利
益
に
も
証
明
力
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、
彼
に
は
こ
の
よ

う
な
解
決
は
直
ち
に
耐
え
が
た
い
も
の
に
恩
わ
れ
出
し
た
。
し
か
も
、
彼
の
解
決
は
明
確
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
げ
〉

後
期
注
釈
学
派
、
と
く
に

E
2
5
r
F
wロ
3
0
5
Z
と
の
ヨ

5
は
、
先
学
の
こ
の
理
論
を
激
し
く
噺
笑
し
た
。
。
ョ
-E
は
、
「
家
内
文
書
が
半

完
全
証
明
と
な
る
と
い
う
こ
と
《

Z
E
H
A
g品
田
口
広
三
ロ

E
E
B
g巴
E
望
号
2
8日
吉

8
0》
」
は
「
歎
繭
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
人
の
書
面
は
一

名
の
証
人
の
供
述
以
上
の
こ
と
を
な
し
え
ず
《
可
丘

P
2
2
:
:
:
Z即
日
ロ
g
宮

g
注
目
V
H
5
8
0
2
ュ
5
0
3
H
V
H
Z色町

V
O
B
E
Z
宮

E
H
4
0
H

O
山
口
凹
》
」
、
そ
し
て
自
己
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
証
言
が
い
か
な
る
意
味
を
も
も
た
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
、
「
た
し
か
に
家
内

文
書
が
こ
の
よ
う
な
証
明
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
く
の
者
が
自
己
の
た
め
に
半
完
全
-
証
拠
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
《
盟

o
E
B
R広
三
口
日

(
四
〉

E
5
8江
口
向
的
山
口
匂
B
E
E
Y
B
Z
E
宮

E
H
B仲田
5
8
5
q
H
O
E
B
H
U吋
o
z
t
o
S
B》
」
、
と
い
う
。
回
国
立

D
Z
は
:
:
:
私
文
書
が
、
そ
れ
が
確
認
も

検
真
も
な
さ
れ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
(
帳
簿
と
し
て
〉
援
用
す
る
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
に
せ
よ
、
私
文
書
が
「
何
ら
か
の
推
定

《
丘
町
吉
田
口
印
有
S
E
E
-
v件
目
。
》
」
、
す
な
わ
ち
徴
滋
と
な
り
う
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
「
半
完
全
」
証
明
の
価
値
を
も
つ
わ

け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
場
合
は
、
帳
簿
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
著
作
家
の
主
張
は
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
帳
簿
は
、
商
人
あ
る
い
は
両
替
商
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
商
人
に
と
っ
て
有
利
な
記
載
と
顧
客
に
有
利
な
記
載
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
種
の
価
値
を
有
す
る
の
で
あ

(
刊
日
)

っ
て
、
こ
れ
は
慣
習
法
が
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
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(

m
山
〉

凶
「
書
面
の
比
較
《

8
5
3
g
t
0
5
0
5
2
5》
」
書
面
の
真
正
の
確
定
が
問
題
と
な
る
場
合
、
筆
跡
の
比
較
は
、
守
的
け
宮
山

g
に
よ
っ
て
、
よ

り
よ
い
方
法
が
な
い
場
合
に
の
み
用
い
る
べ
き
、
不
確
実
で
危
険
な
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
す
で
に
低
め
ら
れ
て
い
た
。
注
釈
学
派

(
幻
〉

と
そ
の
後
継
者
が
書
面
の
比
較
を
「
半
完
全
証
明
」
に
分
類
し
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
厳
密
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
、
そ
し
て
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
補
完
さ

れ
る
べ
き
「
何
ら
か
の
証
明
合

E
H
S宮即日目印片岡仏
gど
を
も
た
ら
す
効
果
の
み
を
こ
れ
に
認
め
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ほ
か
に
検
真
手

〈
辺
)

段
が
な
い
場
合
に
の
み
書
一
闘
の
比
較
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
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(

幻

)

朗
呂
田
宮

E
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
の
み
宮
町

OHM門
教
令
集
に
挿
入
さ
れ
た
教
皇
国
。
巳

pno
の
書
簡
の
短
か
な
一
節
は
、
罪
あ
る
者
は
判
決
を

遷
延
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
無
事
は
で
き
る
だ
け
迅
速
に
裁
判
を
受
け
、
放
免
さ
れ
よ
う
と
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
注
釈
学
派
は
被
告
人
の

(

お

)

逃
亡
を
一
一
種
の
罪
の
白
白
と
解
し
た
。
し
か
し
、
後
期
注
釈
学
派
は
こ
れ
に
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
「
半
完
全
証
明
」
を
認
め
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
せ
い
ぜ
い
逃
亡
す
る
被
告
人
は
疑
わ
し
い
と
い
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
確
実
な
有
責
判
決
を
免
れ
る
と
い
う
理
由
以
外
の
理
由
か
ら
逃
亡
す

(
お
〉

る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

刷
。
巳
ロ

E
B
O
Uロ
E
E
は
、
少
な
く
と
も
法
文
が
規
定
す
る
特
別
な
場
合
に
つ
い
て
、
事
実
ら
し
さ
(
ミ
巴

8
5
E
2
8
qロロ

P
S
そ
れ
自

体
を
「
半
完
全
」
証
明
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
あ
る
事
実
が
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
公
ロ
ミ
巳

g
S
E
g
n
o
)
を
反
対
事
実
に
つ
い
て
の
半
証
明
と
着

(町四)

倣
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
支
持
を
見
出
さ
な
か
っ
た
。

(

幻

)

問
「
風
評
会
自
民
》
」
風
評
の
証
拠
と
し
て
の
役
割
は
、
カ
ノ
ン
法
に
お
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
風
評
と
公
知
性
と
の
混
同
に
よ
っ

て
畷
味
な
も
の
と
な
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
長
い
間
注
意
が
向
け
ら
れ
た
の
は
、
両
者
を
包
括
す
る
公
然
性
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
。
醜
聞
を
抑
止
す

る
た
め
に
少
し
づ
っ
形
成
さ
れ
た
法
制
は
、
人
々
の
聞
に
知
れ
渡
っ
た
す
べ
て
の
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
〉
Z
H
E品
お
口
同
の
教
令
や
一

(
出
品
)

二
世
紀
の
法
律
助
言
者
の
表
現
は
誤
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
万
人
が
述
べ
て
い
る
こ
と
と
万
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
と
が
完
全
に

〈

m
U
)

区
別
さ
れ
る
の
は
一
一
一
世
紀
末
で
あ
り
、
こ
の
区
別
は

E
5
8
5
ロ
H
の
教
令
に
よ
っ
て
第
一
級
の
重
要
性
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

叩

)

切

R
E
a
l骨

MURBO
の
注
釈
以
降
、
風
評
の
定
義
は
き
わ
め
て
明
確
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
出
g
巴
g
包
印
の
定
義
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
議
論

ハM
U

)

の
余
地
が
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
風
評
」
と
は
「
た
ん
な
る
推
測
と
不
明
の
出
所
に
由
来
す
る
、
悪
業
に
つ
い
て
の
公
然
た
る
指
摘
ま
た
は
万
人
に(

位

〉

よ
る
告
発
合
ロ
σロロ但印
g
p
B
O印
白
山
口
氏
ロ
ロ
白
色

D
S
H
U吋
o
n
u
s丘町
0
8
5
Bロロ
2
・
0
H
g
U
由ロ印

U
E
C
5
2
宮
口
目
立
。

E
5
0
8匂
円

040口町出口印》」

で
あ
る
。
従
っ
て
、
風
評
は
明
ら
か
に
、
「
確
実
な
知
識
と
特
定
の
出
所
に
《

O
H
n
R
g
R
S
E
Z
2
0
H
Bユ
Z
E
S
R
5
5》
」
由
来
す
る
「
明

白
性
」
の
下
に
、
そ
し
て
一
一
層
の
理
由
を
も
っ
て
「
公
知
性
」
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
風
評
は
そ
の
定
義
の
他
の
要
素
に
よ
っ

て
「
噂
《

E
B
R》
」
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
噂
は
「
特
定
人
に
よ
る
指
摘
合
同
ユ
山
口
三
阻
止
印
宮
田
宮
口
己
目
。
ど
で
あ
り
、
の
口
四
回
目
g
g
o
Uロ
B
E
の

い
う
よ
う
に
、
噂
は
少
数
人
の
聞
で
行
わ
れ
、
公
然
と
は
流
布
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
風
評
と
「
世
評
《

8
5
5ロロ山田
OU宮山
O》
」
と
は

(
幻
)

同
一
視
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
風
評
は
大
き
な
価
値
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
法
律
助
言
者
は
こ
れ
に
対
し
て
は
っ
き
り
し
た
不
信
を
表
明
し

(
山
剖
)

た
oH凶
曲
目
含
は
、
「
し
ば
し
ば
誤
る
、
安
易
な
証
明
合

B
E位
。
虫
色

E
S
P己目
H
E
p
n
E印
》
」
で
あ
る
と
い
い
、
問
。
己
目
叩
ロ
田
目
的
は
、
「
風
評
は
飛
ぶ

《
司
自
岡
田

4己
主
ど
と
い
う
俗
諺
を
引
い
て
、
「
確
実
で
は
な
い
《

20ロ
o
a
n
oユ
白
》
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
た
ん
な
る
推
測
と
不
明
の
出
所
に
由
来
す

る
」
と
い
う
の
が
そ
の
起
源
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
理
解
さ
れ
る
。
「
民
衆
は
一
人
の
い
っ
た
こ
と
に
も
容
易
に
従
う
含

W
E
B
ロ
E
E
診
色

o
g
A
Z
T

〈

お

)

E
ご
E
H
E
E
O》
」
、
「
民
衆
の
気
紛
れ
な
声
は
聴
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
《

S
E
8
5
8国
吉
宮
ロ
ロ

o
p
g
E
E仏ぽロ且
E
》
」
と
も
い
わ
わ
れ
た
。
要

(
日
山
)
(
幻
)

す
る
に
、
回
何

WHHOHO
と

HW白
日
常
は
風
評
を
「
民
衆
の
空
虚
な
声
合
目
胆

40H
ち

OUロ
ロ
》
」
と
呼
ん
だ
。
最
後
に
、
風
評
に
最
も
敵
対
的
で
あ
っ
た
著
作

(
日
制
〉

家
は

E
2
5
T
B
σ
目。

.krzH出
血
ロ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
裁
判
官
は
こ
の
よ
う
な
証
明
に
不
信
を
も
っ
て
い
る
、
そ
れ
は
、
「
し
ば
し
ば
危
険
で
あ
り
、

大
概
誤
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
出
所
が
敵
対
す
る
者
、
悪
意
を
抱
く
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、
出
所
が
知
ら
れ
ず
、
し
か
も
誠
実
さ
を

火
く
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
《
自
己

E
B
H嵐
広

B
E
g
-
回目
2
5
ρ
5
自己

E
E
R
告
佐
官

g
a
E
Z
8
2
Z目
白
ぴ
山
口
同

S
E印
色
白
色

2
0】

Z・

40ご問
g
g
Z
E円
ロ

E
O
Sロ
F
ロ
o
n
g門

戸

g
g
s
z
z
σ
日
付
》
」
、
従
っ
て
、
誰
で
も
皇
帝
が
ス
ル
タ
ン
を
捕
ら
え
た
と
い
う
知
ら
せ
を
広
め
る
こ

〈
鈎
)

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
著
作
家
は
風
評
に
対
し
て
一
致
し
て
敵
対
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
彼
ら
の
合
理
主
義
的

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

〈

伺

)

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
え
れ
ば
、
著
作
家
が
風
評
に
与
え
た
証
明
の
序
列
に
お
け
る
地
位
が
高
い
も
の
で
な
い
こ
と
は
驚
く
に
値
し
な
い
。
注
釈
学
派

(

叫

)

は
通
常
こ
れ
を
「
半
完
全
証
明
」
と
し
、
「
他
の
補
助
証
拠
と
一
致
す
る
《
8
ロ
窓
口
仲
町
内
出
印
刷
同
日
目
白
色
白
山
口
付
丘
町
ど
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
程
度

の
他
の
証
拠
方
法
が
競
合
す
る
な
ら
ば
、
完
全
証
明
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
民
事
事
件
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
。
な

(

位

)

ぜ
な
ら
、
刑
事
上
の
有
責
判
決
に
は
、
真
昼
間
の
光
よ
り
も
明
ら
か
な
証
明
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
風
評
の
あ
る
者
は
と
も
か
く

「
雪
宿
泊
宣
誓
守
口
伝
丘
町

O
B
E
E
Bど
に
よ
っ
て
彼
に
向
け
ら
れ
た
嫌
疑
を
晴
ら
す
必
要
が
あ
る
、
と
カ
ノ
ン
法
学
者
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
。
従
つ

(
必
)

て
、
た
ん
な
る
宣
誓
も
、
共
同
宣
誓
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
風
評
に
基
づ
く
嫌
疑
を
除
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

見
解
自
体
こ
の
危
険
な
証
拠
方
法
を
過
大
評
価
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
一
一
一
一
世
紀
以
来
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
は
一
層
多
く
の
著
作
家
が
、
風

(

叫

)

評
に
半
証
明
の
地
位
を
認
め
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
旬
。
田
口
仏
O
H
r
w
仰ロ
N
胆
は
、
風
評
は
、
確
か
な
根
拠
が
あ
り
、
敵
対
者
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
デ
マ
で
は

な
い
と
い
う
条
件
の
下
で
、
「
擬
似
推
定
《
吉
田
帥
ア
買

Z
2
5写
E
ど
と
な
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
い
か
な
る
考
慮
に
も
値
し
な
い
、
と
い
う
。
他
の

127 
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(岨
)

(

M

叩

)

〔

灯

〕

(

叩

叩

)

著
作
家
は
風
評
を
、
「
軽
証
明
合
同

O
E仲

z
z
i印
》
」
、
「
小
証
明
《
官
。
σ与
問
。
宮
古

O円
》
」
、
た
ん
な
る
補
助
証
拠
、
あ
る
い
は
徴
滋
と
解
し
た
。
そ
の
役
割

(

胡

〉

は
せ
い
ぜ
い
、
す
で
に
な
さ
れ
た
証
明
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
裁
判
官
は
や
む
を
え
ず
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
価
値
の
相
等
し
い
証
明
の
い
ず
れ
か

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
意
味
を
も
た
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
よ
り
よ
い
証
拠
が
な
い
場
合
、
例
え
ば
、
そ
の
証
人
が
も
は
や

(
日
)

生
き
て
い
な
い
よ
う
な
非
常
に
古
い
出
来
事
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
風
評
を
証
拠
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
補
充
的
な
役
割

(

日

)

は
、
原
則
に
対
す
る
例
外
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(

臼

)

結
局
、
そ
の
由
来
を
問
題
に
す
る
と
い
う
妥
協
的
な
解
決
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
当
な
推
定
が
風
評
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
否

か
、
風
評
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
噂
を
多
く
の
者
が
同
時
に
伝
え
た
か
否
か
、
誠
実
で
信
頼
で
き
る
者
が
風
評
を
あ
る
程
度
信
用
し
た
か
否
か
が
問
題
と

さ
れ
た
。
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
風
評
は
「
半
完
全
一
証
明
」
と
な
り
う
る
が
、
風
評
そ
れ
自
体
が
「
半
完
全
-
証
明
」
と
な
る
の
で
は
な
く
、
風
評

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
徴
滋
が
「
半
完
全
証
明
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
考
慮
さ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
の
徴
滋
で
あ
っ
て
、
風
-
評
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

徴
滋
が
な
け
れ
ば
、
風
評
は
「
民
衆
の
空
虚
な
声
」
と
着
倣
さ
れ
、
い
か
な
る
価
値
を
も
有
し
な
か
っ
た
。

(

臼

)

理
論
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
法
律
助
言
者
は
こ
れ
を
実
務
に
適
用
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
風
評
の
利

用
は
、
こ
れ
に
対
す
る
一
般
的
な
不
信
が
予
想
さ
せ
る
よ
り
も
は
る
か
に
頻
繁
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
「
札
問
」
手
続
に
お
け
る
風
評
の

〈

M
〉

役
割
は
、
こ
れ
が
広
汎
に
用
い
ら
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
職
権
訴
追
を
可
能
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

の
か
江
省
の
教
会
裁
判
所
の
記
録
簿
を
開
く
な
ら
ば
、
と
く
に
風
俗
、
暴
利
行
為
あ
る
い
は
異
端
に
関
す
る
事
件
で
風
評
が
絶
え
ず
証
明
の
端
緒
と
し
て

(
出
)

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
司
教
巡
察
の
際
に
、
こ
の
種
の
罪
が
風
評
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
風
評
が
有
責
判
決
に
充
分
で
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
「
風
評
の
あ
る
者
会
見

p
g巳
g
》
」
が
嫌
疑
事
実
を
否
認
す
る
場
合
は
、
彼
は
|
|
こ
れ
が
正
規
の
や
り
方
で

あ
る
が
ー
ー
ー
雪
寛
宣
誓
に
よ
っ
て
自
己
の
潔
白
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
果
た
さ
な
い
場
合
は
、
罰
金
を
科
さ
れ
た

o
H
W
E
g
E官
E
の
記

(

白

山

)

〈

幻

)

録
簿
も
類
似
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
実
務
は
、
風
評
の
価
値
は
低
い
と
い
う
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
か
っ
、
法
律
助
言
者
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
た
危
険
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
風
評
を
利
用
す
る
こ
と
を
断
念
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ば
な
ら
な
い
)
・
明
白
な
暴
利
行
為
を
日
証
明
す
る
上
で
の
風
評
の
価
値
に
つ
い
て
、
法
律
助
言
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
醜
閣
を
惹
き
起

こ
す
暴
利
行
為
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
回
巳
骨
の
意
見
は
|
|
お
そ
ら
く
依
頼
人
の
必
要
に
応
じ
て
|
|

変
化
し
て
い
る
。

8
5・
HHH・
HO
は
〔
風
評
に
よ
っ
て
〕
明
白
な
暴
利
行
為
が
証
明
さ
れ
る
と
と
を
認
め
て
い
る
が
、

g
g
-
H
H
H・
N
3
(〈・

血
お
も
同
じ
で
あ
る
が
、
風
評
の
出
所
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
〉
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

(
国
〉
〈
・
】
V

・
旬
。
ロ

E
S
F
。片片山口町田
5
9
u・
8
白
色

PI--M円・目・
ω
・
2
・

(
間
山
)
同
門
戸
ロ
ロ
旬
。
ロ
件
。
け
り
OHE0・
例
え
ば
、
二
三
四
年
(
こ
れ
が
記
録
簿
が
開
始
さ
れ
た
年
に
当
た
る
〉
の
場
合
、
一

O
O件
強
の
判
決
中

五
五
件
が
風
評
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
一
一
一
一
一
一
一
年
等
を
見
ょ
。

(日〉

HW仏
・
凶
Oロ
巴
ロ
(
や
や
下
っ
て
、
二
一
七

O
年
頃

)
-
Q
-
戸
吋
O
R
a
R
H
M
-
M∞寸・

(
訂
)
ぐ

-
F
E
Z円。
g
n江
口
口
印
含
何
回
円
B
臼
ロ
o
H
K
H
M内
(
明
白
な
暴
利
行
為
の
場
合
を
除
い
て
、
刑
事
事
件
で
は
充
分
な
価
値
を
有
し
な
い
)

i
lロ
。
の
の
M

R

H

(

婚
姻
事
件
に
お
い
て
、
風
評
の
ほ
か
に
一
名
の
証
人
が
い
れ
ば
充
分
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
証
人
が
完
全
な
証
人
適
格
を

有
し
、
疑
い
の
な
い
証
人
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
官
。
の
の
FMο
〉
・
〈
-
F
g
H
O
B
O日目白血
O
E
H
N
o
g
a
H
O印
U
R
E
C口白田口曲目】
O
F
5

斗何回

D
-
B
E
E
-
g宮
町
田
〈
。
同
曲
目
白
〈
こ
れ
も
同
じ
結
論
を
と
っ
て
い
る
)
・

第
二
節

「
半
完
全
証
明
」
の
効
果

「
半
完
全
証
明
」
の
証
明
カ
は
正
確
に
完
全
証
明
の
半
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
別
で
あ
り
、
そ
の
応
用
は
論
理
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

す
べ
て
の
ケ
l
ス
、
す
な
わ
ち
、
「
半
完
全
」
証
明
が
単
独
で
存
在
す
る
場
合
、
「
半
完
全
」
証
明
が
他
の
証
拠
方
法
と
競
合
す
る
場
合
、
最
後
に
、
「
半

完
全
亡
証
明
が
他
の
証
拠
方
法
と
対
立
す
る
場
合
を
順
次
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
告
が
半
証
明
の
提
出
に
し
か
成
功
し
な
い
場
合
、
出
さ
れ
る
結
論
は
訴
訟
の
種
類
に
依
存
す
る
。
こ
こ
で
は
、
普
通
法
上
の
正
規
事
件

(
E
5
0

D
E
E巳
円
。
)
、
す
な
わ
ち
民
事
ま
た
は
刑
事
事
件
(
し
ば
し
ば
「
完
全
裁
判
《
円
高
口
町
民

8
8
立
自
由
。
ど
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
示
唆
的
で
あ
る
)

と
、
単
純
化
さ
れ
た
手
続
に
よ
る
略
式
事
件
(
「
半
完
全
裁
判
《
円
高
ロ

5
8
2
忠
臣
室

8
8》
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
)
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
重



要
で
あ
る
。

こつ
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放
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(

3

)

 

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
ロ

I
マ
法
法
文
は
、
「
原
告
が
証
明
し
な
け
れ
ば
、
被
告
人
が
勝
訴
す
る
《

R
g
B
E
E
-匂
S
E
E
P
3
5
0
E
E岳山骨》」

と
す
る
が
、
「
証
明
が
不
充
分
で
あ
る
場
合
に
会

D8ZHUHOEHEロロ
B
O
E
R間
g
g》
」
求
め
ら
れ
る
補
充
宣
誓
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
解
決
す
る
こ
と

を
裁
判
官
に
許
す
法
文
も
ま
た
見
出
し
う
る
。
他
方
、
類
似
の
ケ

l
ス
に
つ
い
て
、
と
く
に
推
定
が
存
在
し
、
あ
る
い
は
被
告
人
に
対
す
る
風
評
が
あ
る

場
合
に
、
カ
ノ
ン
法
の
伝
統
は
し
ば
し
ば
宣
誓
に
よ
る
「
カ
ノ
ン
法
上
の
雪
究
守
口
品
注
目
。

S
E
E
Sど
を
被
告
人
に
課
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法

文
上
の
根
拠
に
論
理
的
理
由
も
付
け
加
わ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
相
当
の
証
明
の
端
緒
を
有
し
て
い
る
原
告
を
そ
の
訴
え
が
何
の
根
拠
も
な
い
原
告
と
同
じ
よ

う
に
扱
う
こ
と
は
不
当
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
5
)
 

結
局
、
二
一
世
紀
以
降
、
訴
訟
は
宣
誓
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
一
致
し
た
見
解
と
な
っ
た
が
、
訴
訟
の
性
質
に
よ
る
区
別

が
必
要
で
あ
る
。

〈

6
)

ω
正
規
の
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
補
充
宣
誓
が
可
能
で
あ
り
、
判
決
に
至
り
う
る
が
、
当
事
者
の
い
ず
れ
が
、
原
告
あ
る
い
は
被
告
の
い
ず
れ
が

宣
誓
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
重
大
な
問
題
が
直
ち
に
生
ず
る
。
宗
教
上
の
威
嚇
が
充
分
大
き
な
保
障
と
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
も
、
宣

誓
を
命
ぜ
ら
れ
る
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
宣
誓
を
し
よ
う
と
い
う
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
虞
が
あ
っ
た
。
宣
誓
に
よ
っ
て
、
原
告

は
容
易
に
半
証
明
を
完
全
証
明
と
し
、
被
告
人
は
お
そ
ら
く
半
証
明
を
無
に
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
厄
介
な
問
題
で
あ
っ
た
。
著
作

家
は
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ク
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
か
ら
免
れ
よ
う
と
し
た
。
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
当
事
者
の
い
ず
れ
が
真
実
を
知
り
う
る

か
、
で
あ
る
。
嘘
い
つ
わ
り
な
く
自
己
の
権
利
を
確
信
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
宣
誓
さ
せ
る
こ
と
は
無
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
「
卑
し
く

(

7

)

 

守
口
町
田
》
」
も
「
名
誉
喪
失
《
由
民
自
己
目
ど
で
も
な
く
、
完
全
に
信
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
対
し
て
の
み
宣
誓
を
課
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
前
提
問
題
が
解
決
さ
れ
、
両
当
事
者
が
対
等
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
い
ず
れ
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
?

(
8〉

注
釈
学
者
同
ロ
向
。
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
半
証
明
が
あ
る
程
度
原
告
の
主
張
を
裏
づ
け
、

135 

さ
ら
に

こ
の
半
証
明
に
照
ら
し
て
、
原
告
の
宣
誓
が
冥
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実
に
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
と
信
ず
べ
き
理
由
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
宣
誓
が
原
告
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
、
後
期
注
釈
学
派
も
こ
れ

(

叩

)

(

n

v

に
従
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
づ
け
は
、

k
r
N
O
ロ
や
カ
ノ
ン
法
学
者
の
大
多
数
を
納
得
さ
せ
ず
、
彼
ら
は
、
被
告
人
が
宣
誓
を
な
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。
法
は
原
則
と
し
て
被
告
人
を
有
利
に
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
「
法
は
有
責
判
決
よ
り
も
す
す
ん
で
放
免
判
決
を
行
う
か
ら
で
あ
る
な
2
5
u干

O
H
由
自
己
苫

E
包
与
田
口
守

g仏ロ
B
S
5
5
包
口
O
ロ
宕

B
E
Eロ
ヨ
》
」
。
さ
ら
に
、
「
一
名
の
証
人
」
を
提
出
し
た
原
告
は
つ
宣
誓
を
行
う
な
ら

ば
、
〕
彼
自
身
第
二
の
証
人
の
役
割
を
果
た
し
、
「
彼
自
身
の
事
件
に
お
け
る
証
人
《
芯
注
目
白
山
口
白

E
Bロ
白
血
》
」
た
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後

ハ

辺

)

(

日

〉

に
、
こ
れ
以
外
の
著
作
家
、
〉

5
R
W
5
お
よ
び
こ
れ
に
従
う
虫

E
g樋
の
口
町
口

E
B
O
ロ
耳
目
け
は
、
事
件
の
事
情
お
よ
び
訴
訟
物
の
価
値
に
応
じ
て

(

M

)

 

判
断
す
る
こ
と
を
裁
判
官
に
委
ね
た
。
少
な
く
と
も
一
四
世
紀
末
の
実
務
は
、
原
告
に
よ
る
宣
誓
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

聞
こ
の
よ
う
に
宣
誓
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
半
証
明
に
基
づ
い
て
判
決
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
伴
う
不
確
実
性
の

(

お

〉

た
め
に
、
重
大
事
件
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
ま
り
重
要
で
な
い
議
論
は
あ
っ
た
が
、
刑
事
事
件
の

判
決
を
補
充
宣
誓
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
直
ち
に
承
認
さ
れ
た
。
刑
事
事
件
で
は
「
真
昼
間
の
光
よ
り
も
明
白
な
」
証
明
が
要
求
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
同
様
の
理
由
か
ら
、
名
誉
喪
失
に
か
か
わ
る
民
事
訴
訟
あ
る
い
は
請
求
額
の
き
わ
め
て
高
い
民
事
訴
訟
に
お
け
る
宣
誓
も
禁
止
さ
れ
た
。
ま

た
同
じ
く
、
婚
姻
事
件
(
少
な
く
と
も
婚
姻
関
係
の
存
在
を
否
定
す
る
場
合
)
、
「
修
道
土
の
身
分
に
関
す
る
事
件
《

E
5
8
B
B
R
E
E回
ど
の
よ
う

に
、
純
粋
に
霊
的
な
事
件
に
お
い
て
も
宣
誓
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
重
大
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
関
係
者
と
神
の
聞
に
結

(

刊

日

)

ば
れ
た
直
接
的
な
関
係
が
存
在
し
、
そ
れ
は
人
間
の
決
定
に
よ
っ
て
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
訴
訟
お
よ
び
名
誉
喪
失
に
か
か
わ
る
訴
訟
に
お
い
て
、
補
充
宣
誓
と
種
類
を
異
に
す
る
、
被
告
人
に
有
利
な
宣
誓
の
可

能
性
が
認
め
ら
れ
た
。
雪
需
品
宣
誓
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
判
決
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
放
免
判
決
を
基
礎

e

つ
け
る
も
の
で
さ
え

も
な
い
。
放
免
判
決
は
、
被
告
人
に
対
す
る
充
分
な
証
拠
が
火
け
る
こ
と
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
放
免
と
い
う
形
で
〕
被
告
人
の
裁
判

上
の
扱
い
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
彼
に
対
す
る
社
会
的
な
評
価
は
依
然
問
題
と
し
て
残
る
。
た
し
か
に
証
拠
は
不
充
分
で
あ
り
、
有
罪
は
証
明
さ

(口〉

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
公
衆
が
そ
の
無
実
を
容
易
に
信
じ
な
い
虞
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
救
済
は
一
つ
し
か
な
く
、
カ
ノ
ン
法
は
こ
れ
を
|
|
ロ

(
国
)

1
マ
法
学
者
も
こ
れ
に
倣
う
こ
と
に
な
る
が
l

共
同
宣
誓
者
の
援
助
事
う
宣
誓
に
求
め
た
。
軽
度
の
不
利
益
島
町
が
あ
る
場
合
、
と
く
に
不
利
益

(
初
)

な
風
評
が
絶
え
な
い
場
合
は
、
被
告
人
は
神
聖
な
証
の
助
け
に
よ
っ
て
嫌
疑
を
晴
ら
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
雪
完
宣
誓
は
決
訟
宣
誓
(
師
向
日

gけ
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門
戸

b
n山田
O
W
O
)
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
訟
宣
誓
は
、
場
合
に
よ
っ
て
原
告
あ
る
い
は
被
告
人
に
対
し
て
求
め
ら
れ
、
有
資
判
決

に
も
放
免
判
決
に
も
至
り
う
る
。
こ
れ
に
対
し
、
雪
努
宣
誓
は
も
っ
ぱ
ら
被
告
人
に
対
し
て
の
み
課
さ
れ
る
。
一
旦
こ
れ
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
放
免
判

決
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
放
免
判
決
の
根
拠
は
雪
寛
宣
誓
で
は
な
く
、
証
明
の
欠
如
、
が
そ
の
根
拠
な
の
で
あ
る
。
有
責
判
決
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
被

告
人
が
正
式
に
宣
誓
を
拒
否
し
た
場
合
に
の
み
有
責
判
決
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
被
告
人
は
嫌
疑
事
実
を
自
白
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

※
 

手
続
全
体
が
簡
略
化
さ
れ
、
し
ば
し
ば
緊
急
か
つ
暫
定
の
処
分
の
決
定
を
目
的
と
す
る
略
式
訴
訟
に
お
い
て
は
、
証
明
そ
の
も
の
も
最
少
限
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
〉

N
S
は
、
提
示
訴
訟
守
口
立
。
ロ
《
包
O
H
F
5
8
仏ロ
B
》
)
に
つ
い
て
、
全
証
拠
と
し
て
原
告
の
宣
誓
で
足

り
る
と
さ
え
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
決
は
か
な
り
危
険
で
あ
っ
た
。

HOVEロ
g
司

goHE
宏

司

20・
。
丘
ロ
E
B
o
u
c
E
E
-
ω
R
S
F

(

幻

)

H
o
g
a
o
H
h
mロ
E
C
と
い
っ
た
そ
の
ほ
か
の
著
作
家
は
、
何
び
と
に
対
し
て
も
害
を
も
た
ら
さ
な
い
事
件
に
つ
い
て
の
み
、
例
え
ば
、
あ
る
人
が
受
洗

し
た
か
否
か
、
あ
る
教
会
が
聖
別
さ
れ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
の
み
、
こ
の
よ
う
解
決
を
承
認
し
た
。
も
し
被
告
に
と
っ
て
損
害
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
軽
い
も
の
で
あ
り
、
回
復
の
容
易
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
「
半
完
全
証
明
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
よ

り
重
い
損
害
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
扶
養
年
金
請
求
の
場
合
の
よ
う
に
、
請
求
が
認
容
さ
れ
た
と
し
て
も
、
損
害
が
永
続
的
な
も
の
で
な
い
場
合
も
同
様

で
あ
る
。
最
後
に
、
判
決
が
重
大
あ
る
い
は
回
復
不
能
の
損
害
を
も
た
ら
し
う
る
場
合
は
、
略
式
事
件
に
お
い
て
も
完
全
証
明
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ

る。

※ 

ハ
沼
〉

単
独
で
な
さ
れ
た
「
半
完
全
証
明
」
は
こ
の
よ
う
に
ー

l
宣
誓
に
よ
る
救
済
が
な
け
れ
ば
|
|
証
明
た
り
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
ロ
ー
マ
法
の
法
源
を

も
根
拠
と
し
て
、
「
半
完
全
証
明
」
は
-
証
明
力
を
等
し
く
す
る
他
の
証
明
と
競
合
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
容
易
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
半

完
全
」
と
い
う
表
現
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
こ
か
ら
、
二
つ
の
半
証
明
の
累
積
は
完
全
-
証
明
に
値
す
る
、
「
二
つ
の
半
完
全
証
明

は
一
つ
の
完
全
証
明
と
な
る

l
l半
完
全
証
明
は
単
独
で
は
有
効
で
は
な
い
が
、
複
数
で
は
役
立
つ
《

E
8
8自由
U
H
O
E
-
R
E
E
5
3
U
H
g
g

(

幻

)

l
l
ρ
5
0
5ロ匂吋
O
E
E
即日ロ四

E
P
B
Z
H
S
E
E
E》
」
、
と
い
う
観
念
が
引
き
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
異
論
な
く
認
め
ら
れ
、
若
干
の
留

(
包
〉

の
教
令
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
聖
別
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
当
事
者
は
こ
つ
の
不
完
全
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
に

137 

保
が
付
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
同
ロ
ロ

D
g
E
口同
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よ
っ
て
訴
訟
に
勝
つ
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
お
そ
ら
く
若
干
の
危
険
が
懸
念
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
推
定
は
、
そ
れ
が
競
合
し
た
と
し
て
も
、
絶
対
的
な
確
実
・
性

〈
お
)

を
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
多
数
の
不
完
全
証
明
が
合
計
さ
れ
て
も
完
全
証
明
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
ロ
ー
マ
法
の
法
文
が
巧
み
に

援
用
さ
れ
た
。
半
証
明
の
競
合
の
原
則
も
ま
た
、
二
つ
の
場
合
に
制
限
を
受
け
た
。

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
競
合
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
た
ん
な
る
推
定
に
基
づ
い
て
重
い
刑
罰
の
有
責
判
決
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
考

え
ら
れ
た
。
「
真
昼
間
の
光
よ
り
も
明
白
な
」
証
明
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
有
名
な
例
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
?
充
分
に
強
力
な
推
定

(
M
C
 

に
基
づ
い
た
ソ
ロ
モ
ン
の
裁
き
の
場
合
、
刑
事
罰
の
有
責
判
決
を
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
王
は
思
慮
深
く
、
純
粋
な
民
事
判
決
に
と
ど

め
た
の
で
あ
る
。
裁
判
官
が
、
半
証
明
を
拷
聞
を
命
ず
る
た
め
に
充
分
な
徴
滋
と
し
て
利
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
告
人
の
自
白
を
と
る
こ
と
を
期
待
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
や
む
を
え
ず
〔
推
定
に
基
づ
い
て
〕
判
決
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
は
少
な
く
と
も
「
判
決
を
減

軽
し
、
か
っ
、
身
体
刑
は
む
ろ
ん
の
こ
と
罰
金
刑
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
科
す
上
で
慎
重
合

E
B
g
E
o
E
U
E
g
g
-
V
0
5
5
0け

g
E
5
叩白目。

(

幻

)

包

H
U
D
O
E
S
8
4
2即

日

OB40-HuonE目白
H
U
S
Z
E問。ロ
E
S》
」
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

他
方
、
「
半
完
全
」
証
明
の
競
合
は
、
た
ん
に
両
立
し
う
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
累
積
が
実
際
に
意
味
が
も
ち
、
か
っ
、
性
質
上
相
互
に
補
完
し
あ

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
証
明
の
競
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
つ
の
半
証
明
は
同
一
の
種
類
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
こ

(
m
m
)
 

の
規
則
の
か
な
り
拙
劣
な
表
現
で
あ
っ
た
。
回

R
Z
Z
は
、
「
二
つ
の
不
完
全
証
明
も
、
趣
旨
が
異
な
れ
ば
完
全
証
明
と
は
な
ら
な
い
《
ロ

5
日
ヨ
官
民
R
S

ロ
oロ
甘
口
山
口
己
ロ
ロ
ロ

B
U
Oえ
R
E
S
-
告
自
己
O
Zロ
仏
ロ
己
包
丘

g
門
出
血
》
」
、
例
え
ば
、
子
供
の
年
齢
と
数
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
と
し
て
は
充
分
で
は

〈

m
m
〉

な
い
、
か
つ
性
質
の
異
な
る
後
見
免
除
事
由
は
、
競
合
し
て
も
有
効
な
免
除
事
由
と
は
な
り
え
な
い
、
と
い
う
。
著
作
家
も
ま
た
比
聡
を
試
み
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
こ
れ
ら
全
部
が
一
つ
の
全
体
を
作
る
こ
と
に
な
る
が
ゆ
え
に
《

2
5
0
Bロ
g
z
g
gロ
E
E
包
診
氏

g
aロ
自
ロ
ロ

E
S
S
Z
B》
」
、
壁
と

屋
根
は
家
を
作
り
、
書
一
回
と
証
人
は
遺
言
を
作
る
。
「
複
数
集
ま
っ
て
異
な
る
全
体
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
《
宮
宮
窓
口
仏
ロ
己
】
U
E
E
包
同
嵐
広
玄
』

〈

叩

)

g
E
2
g円
g
g
g》
」
要
素
の
場
合
は
事
情
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
壁
と
証
人
は
合
わ
さ
っ
て
も
何
も
の
に
も
な
ら
な
い
。
凶
乱
含
は
よ
り
明
瞭
で
あ

っ
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
種
類
が
異
な
っ
て
も
、
推
定
に
推
定
を
加
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
「
馬
と
ロ
バ
か
ら
生
殖
能
力
の
な
い
変
わ
っ
た
動

物
、
す
な
わ
ち
ラ
パ
が
生
ず
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
変
則
的
証
明
が
生
ず
る
が
、
そ
れ
が
生
ず
る
に
際
し
て
多
く
こ
と
が
作
用
し
て
い
る
な

B
E江。
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同ロ
O
門口凶何回同白・白山口口仲町
M

O

A
ロ0
0
け白田山口
C
H
A
M
凹ロ日件
mw
件
直
ロ
O
且品目ロ岡田ロ日
HHH
同日但ロ
0
2
H
岡田
r
H
H出
向
H
C
O
品
目
。
ロ
問
。
ロ
O
吋
回
一
F

日
仏
冊
目
付
口
同
戸
旧
日
ロ
p

o
仲仲田口回目ロ

自
己

Z
B
四時片山口同同冊目仲山口
3
0
H
g
a
o
》
」
、
し
か
し
、
こ
の
競
合
は
同
一
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
半
証
明
の
間
の
競
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
実
に
つ
い
て
供
述
す
る
、
「
た
だ
一
人
そ
の
よ
う
に
供
述
す
る
《
田
宮
間
三

R
Z》
」
証
人
が
複
数
存
在
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
事
実
の
い

ず
れ
も
が
証
明
さ
れ
な
い
。
以
上
が
規
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
か
に
暖
昧
で
あ
り
、
法
律
家
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
楯
に
と
る
こ
と
が
で
き
る

か
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。

〈

m
U〉

半
完
全
証
明
の
競
合
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
二
つ
の
蓋
然
的
な
推
定
は
完
全
証
明
と
な
る
。
同
じ
く
、
蓋
然
的
な
推
定
を
一
名
の
-
証
人
の
供
述

(

路

)

(

日

山

〉

と
競
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
ば
し
ば
現
れ
た
例
は
、
一
つ
の
証
言
と
す
べ
て
同
一
の
契
約
を
内
容
と
す
る
複
数
の
私
文
書
の
累
積
で
あ
る
。
債
権

ハ
M
剖

)

者
の
い
な
い
場
所
で
な
さ
れ
た
債
務
者
の
自
白
に
「
一
名
の
証
人
」
が
付
加
さ
れ
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
こ
の
自
由
は
そ
れ
自
体
と

し
て
完
全
証
明
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
現
在
ま
で
異
論
を
見
な
い
。

唯
一
の
証
言
を
風
評
に
よ
っ
て
完
全
証
言
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
?
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
風
評
は
「
半
完
全
」
証
明
よ
り
も
劣
っ
て
お

〈

M
N
)

〈

M
叫
〉

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
若
干
の
著
作
家
は
こ
の
場
合
の
競
合
を
認
め
な
い
が
、
大
多
数
の
著
作
家
は
、
証
人
に
い
か
な
る
疑
い
も
な
い
こ
と
、
お
よ
び
「
風
評
」

(

幻

〉

が
完
全
に
-
証
明
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
こ
れ
を
認
め
る
。
実
務
は
後
者
の
見
解
を
と
っ
た
。

〔

鈎

〉

(

鈎

)

し
か
し
、
風
評
は
強
力
な
証
明
と
は
看
倣
さ
れ
ず
、
唯
一
の
推
定
あ
る
い
は
私
文
書
と
の
競
合
で
は
、
充
分
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ

(
刊
〉

く
、
被
告
人
の
逃
亡
と
の
競
合
も
-
証
明
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
と
れ
は
正
当
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
反
対
の
見
解
は
危
険
だ
か
ら
で
あ

(
叫
〕

る
。
同
様
に
、
複
数
の
疑
わ
し
い
証
言
、
原
告
の
妻
と
被
告
の
敵
の
証
言
は
完
全
証
明
と
は
な
り
え
な
い
。
最
後
に
、
と
く
に
複
数
の
証
人
が
異
な
る

(

抽

出

)

事
項
に
つ
い
て
供
述
す
る
場
合
は
、
何
ご
と
も
-
証
明
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
あ
る
証
人
は
契
約
に
つ
い
て
、
他
の
証
人
は
契
約
後
な
さ
れ
た
債
務
者
の
自

F
同

制

」

ハ

制

)

自
に
つ
い
て
供
述
す
る
場
合
、
契
約
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ご
二
世
紀
末
の
判
決
と
一
五
世
紀
の
法
律
助
雪
一
回
は
、
こ
れ
と
異

な
る
結
論
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
い
か
に
不
安
定
な
状
態
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
か
明
ら
か
に
な
る
が
、
複
数
の
証
人
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
一
体
と

な
れ
ば
例
え
ば
陰
謀
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
全
体
を
作
り
出
す
よ
う
な
個
々
の
事
実
を
供
述
し
て
い
る
場
合
に
、
逆
の
判
決
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
見

(

剖

〉

れ
ば
、
不
安
定
な
状
態
は
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
許
さ
れ
る
競
合
と
意
味
の
な
い
競
合
と
を
区
別
す
る
明
確
な
規
準
が
ま
っ
た
く
'
欠
け
て
い

た
た
め
に
、
誤
り
は
必
然
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

139 
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※ 

原
告
が
「
完
全
証
明
」
を
果
た
し
、
被
告
が
「
半
完
全
証
明
」
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
は
、
二
つ
の
半
証
明
の
加
算
の
ケ
l
ス
に
対
置
さ
れ
る
減

算
の
ケ
l
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
最
終
的
に
は
、
完
全
証
明
あ
る
い
は
半
完
全
証
明
の
い
ず
れ
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
の
ロ
巴

2
5
0
ロロ

g
己
お
よ

(

釘

)

び

τ
2
5印
皆
同
雪
山
間
ロ
叫
に
至
る
一
一
一
一
世
紀
の
注
釈
学
者
と
カ
ノ
ン
法
学
者
は
、
原
告
の
証
明
が
優
越
す
る
と
い
う
。
「
半
完
全
は
完
全
を
無
効
と

し
な
い
《
回
目

B
e
uロロ
B

Eロ
号
円
。
岡
山
件

1
2
0》
」
、
し
か
も
、
推
定
が
強
力
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
証
明
は
推
定
に
優
越
す
る
合
同
O
E
B
u
i
R
R

(
岨
)

買
8
2
5
1
Z
5
B》
」
、
と
い
う
の
が
原
別
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
こ
の
場
合
の
推
定
は
蓋
然
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
原
則
は
一
一
層
強
く
妥
当

(

叫

〉

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
比
較
に
基
づ
く
思
考
方
法
は

E
2
2
骨
回
目
H
H
3
0
2
E
と
後
期
注
釈
学
派
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
彼
ら
は
こ
の

よ
う
な
体
系
よ
り
も
、
減
算
に
基
づ
く
よ
り
鰍
密
な
思
考
方
法
を
好
ん
だ
が
、
二
つ
の
場
合
を
区
別
し
た
。
ま
ず
、
被
告
が
請
求
と
矛
盾
す
る
事
実
を
直

接
証
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
例
え
ば
、
自
分
は
借
金
を
し
て
お
ら
ず
、
貸
与
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
日
に
は
契
約
が
な
さ
れ
た
と
い
う
場
所
と
は
異

な
る
場
所
に
い
た
こ
と
を
証
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
被
告
は
〔
不
完
全
証
明
に
よ
っ
て
は
〕
反
駁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
〔
原
告
の
〕
「
完
全
証
明
」

が
優
越
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
を
否
定
せ
ず
、
支
払
ま
た
は
時
効
を
主
張
し
て
抗
弁
を
提
出
し
、
そ
の
証
明
が
半
証
明
で
あ
る
場
合
は
、
債
務
は

証
明
さ
れ
た
が
、
抗
弁
は
半
-
証
明
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
き
わ
め
て
論
理
的
に
、
被
告
に
補
充
宣
誓
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
務
は
こ
の
よ
う
な
規
則

(
別
〉

に
従
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
ロ

l
マ
法
学
者
は
さ
ら
に
二
つ
の
講
壇
事
例

2
3
0
5
g
o
a
-
b口
OHO)
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。
当
事
者
が
一
つ
の
完
全
証
明
と
一
つ
の

ハ

日

〉

ハ

臼

)

半
証
明
を
提
出
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
〔
K
F
2
5
8
の
〕
注
釈
、
回
R
S
F
回同
5
0
は
、
そ
の
当
事
者
は
一
と
二
分
の
一
の
証
明
を
行
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
一
つ
の
「
完
全
証
明
」
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
相
手
方
に
対
す
る
優
越
を
認
め
る
理
由
に
な
る
、
と
着
倣
し
た
。
こ
の
場
合
、
加
算
の
原
則
が
完

全
に
妥
当
し
て
い
る
。
し
か
し
、
減
算
の
原
則
の
場
合
も
つ
ね
に
事
情
が
同
じ
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
両
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
半
証
明
を
行
っ
た
場

合
に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
を
め
ぐ
っ
て
学
説
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
あ
る
者
は
原
告
に
宣
誓
を
課
し
、
あ
る
者
は
提
出
さ
れ
た
〔
半
証
明
と
い
う
〕
推
定

(

日

)

(

山

崎

〉

を
相
互
に
比
較
す
べ
き
だ
と
し
た
。
多
数
の
見
解
は
、
あ
る
者
は
証
明
不
充
分
を
理
由
に
被
告
を
放
免
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
実
質
的
に
は
向
じ
こ
と

(

回

)

に
な
る
が
、
被
告
に
宣
誓
を
課
す
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
煩
演
な
議
論
は
、
果
て
し
の
な
い
、
し
か
し
、
危
険
で
、
と
り
わ
け
悪
意
の
弁
護
士
に

利
用
さ
れ
る
虞
の
あ
る
鰍
密
さ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
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(
円
引
)

(
同
日
)

。
広
和
田
匂
白
吋
の
吋
ロ
ロ
帥
・

0
・
A
F
-
H
・
ω・ロ。同()・

〈
-
官
円
。
同
・
。
。
ι・回目凶同ロ
σOH問。ロ曲目印

M門〈
H・
E
R
Oロけ
E
・
o-AH・
邑
・
目
。
吉
田
同
門
日
仏
O
H
M
E
F
ロ
-HN-
蜘

印

-
U
E
g
g
-
仲立
-
m由
・
斗
向
H
H
a

口氏
V

仏0
・一「ロ・

(
川
目
〉
の
可
ロ
ロ
タ
ゲ
ロ
・
回
白
ユ
OHO-U-HM・
M-Uゲ
ロ
。
問
。
・

(
印

)
F
5
2
匂
B
a
n
g
【同町

8
5
5
E門出ロ
O
H
o
g
g印
「
ロ
oCHiu円
一
関
(
原
告
は
抵
当
権
を
完
全
に
証
明
し
、
被
告
は
時
効
の
抗
弁
を
半
完
全

-
証
明
し
た
。
議
論
の
後
、
被
告
で
は
な
く
、
原
告
が
時
効
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
告
に
宣
誓
が
課
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
理
由
に
、
被
告
に
宣
誓
が
命
ぜ
ら
れ
た
)
・

。・ハ戸
M
・
M
・同
ωw
ロ。

ω-

P
P
M
H・
5
(一
二
名
の
証
人
は
文
書
に
優
る
)
)
・

P
E
P
M
O
E
S
E
-
江
戸
包
(
「
よ
り
価
値
の
あ
る
推
定
合
g
g
c
B耳目
0

4

弘
主
o
G」
と
い
う
)
-

HMFno口
氏

P
。・

AH-H申・切白
H
-

件。】
0
・同)・

MM-M-ω
ゲ
ロ
。
町
一
「

ぐ

-
C
-
U
E
S
E
-
円同
O
E
B
B
-
内同
OU--
己
申
(
他
の
学
説
に
簡
単
に
言
及
す
る

γ

(

日

)

ハ
臼
〉

(

臼

)

(
臼
〉

ハ
日
)

第
三
一
節

徴〈
i墨2，

(
2〉

ロ
1
マ
法
に
由
来
す
る
、
「
徴
滋
《
山
E
W
E
S》
」
と
い
う
用
語
は
、
戸
]
マ
法
学
者
、
と
く
に
後
期
注
釈
学
派
に
よ
っ
て
、
「
半
完
全
証
明
」
よ
り
も

劣
る
証
明
を
指
す
た
め
に
、
厳
密
な
意
味
で
使
用
さ
れ
た
。
徴
滋
は
、
証
言
能
力
の
な
い
者
の
証
言
の
よ
う
に
、
特
定
の
原
因
に
よ
っ
て
液
疲
を
帯
び
て

い
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
要
証
事
実
と
の
関
連
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
決
定
的
な
証
明
力
を
も
た
な
い
証
明
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
有
責
判
決

に
充
分
で
は
な
く
、
ま
た
、
い
く
つ
か
競
合
し
て
完
全
証
明
と
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
徴
還
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
証
明
を
確
認
し
、
風
評
に
あ
る
程

度
の
証
明
力
を
付
与
す
る
こ
と
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
し
て
こ
れ
が
そ
の
主
た
る
意
義
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
風
評
は
裁
判
官
が
被

145 

告
人
を
拷
問
に
付
す
理
由
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
原
則
と
し
て
、
重
大
な
徴
湿
が
予
め
存
在
す
る
場
合
に
の
み
拷
聞
に
よ
っ
て
自
由
を
と
る
こ
と
が
で



146 

き
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
あ
る
種
の
保
障
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
「
拷
問
の
た
め
の
徴
滋
《
宮
内
出

n
u
E
Zユ
ロ
吋
即
日
》
」
と
い

(
4〉

う
用
語
が
生
じ
、
通
常
は
こ
れ
が
用
い
ら
れ
た
。
国
即
日
常
は
、
徴
患
は
「
徴
滋
に
よ
る
証
明
《
言
。
σ巳
S
E
e
s巴
g》
」
を
構
成
し
、
裁
判
官
が
真
実

発
見
の
た
め
に
行
う
一
一
層
の
審
聞
を
可
能
に
す
る
指
擦
が
こ
れ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。(

5〉

(

6

)

い
う
ま
で
も
な
く
、
徴
滋
の
厳
密
な
定
義
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
「
目
印
《
即
日
間

E
》
」
で
あ
る
。
後
に
国
包
含
が
従
う
と
こ
ろ
と
な
る
が
、
。
E
'

E
a
g
は
次
の
よ
う
に
徴
滋
を
推
定
か
ら
区
別
し
よ
う
と
し
た
。
推
定
は
「
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
確
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
合
同

O
E
E
8・ロ
C
ロ

同月

D
E
S
O》
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
名
の
証
人
は
、
事
実
に
つ
い
て
直
接
に
供
述
す
る
か
ら
、
「
証
明
す
る
も
の
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
充
分
な
も
の

で
は
な
い
か
ら
「
確
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
徴
滋
は
、
そ
れ
自
体
完
全
な
、
「
確
定
さ
れ
た
証
明
合
B
z
t
O
H
M
B
A

g
sど
で
あ
る
が
、
も
つ
ば
ら
間
接
的
に
要
証
事
実
に
触
れ
る
に
す
答
な
い
か
ら
「
-
証
明
す
る
も
の
」
で
は
な
い
。
こ
の
複
雑
な
定
義
は
誤
っ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
蓋
然
的
な
推
定
も
ま
た
正
確
に
い
え
ば
、
間
接
的
に
事
実
に
触
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
の
著
作
家
は
、
徴
滋
は
「
半
完
全
推
定

(

7

)

 

合
司
Z
E
E
-目

0
8
5
S
H
O
Eど
で
は
な
い
か
否
か
を
問
題
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
表
示
も
ま
た
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

定
義
の
場
合
と
同
様
、
徴
滋
を
限
定
的
に
列
挙
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
例
は
無
数
で
あ
り
、
例
え
ば
、
犯
罪
の
共
犯
の
疑
い
の
あ
る
者
に

対
し
て
は
、
被
害
者
の
敵
で
あ
り
、
被
害
者
と
敵
対
す
る
他
の
者
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
事
実
、
あ
る
い
は
、
犯
人
を
家
に
迎
え
入
れ
、
捕
縛
を
免
れ
さ

せ
る
た
め
に
か
く
ま
っ
た
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
殺
人
の
被
告
人
に
対
し
て
は
、
殺
人
の
現
場
に
い
た
こ
と
、
付
近
を
、
あ
る
い
は
技
き

(

8

)

(

9

)

 

身
の
剣
を
も
っ
て
俳
御
し
た
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
脅
迫
も
ま
た
徴
滋
と
な
る
が
、
決
し
て
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
学

(

叩

)

識
法
は
慣
習
法
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
図
。
由
民
自
由
ロ
O

可
〔
の
慣
習
法
書
〕
に
よ
れ
ば
、
徴
滋
は
死
刑
を
も
可
能
に
す
る
完
全
証
明
と
な
る
か

〈

日

)

(

立

〉

ら
で
あ
る
。
風
評
に
劣
る
崎
、
そ
し
て
若
干
の
著
作
家
に
よ
れ
ば
風
評
自
体
も
ま
た
、
徴
慾
で
あ
る
。
通
例
高
い
地
位
を
占
め
る
証
拠
方
法
が
、
そ
の
動

(
日
)

機
の
た
め
に
序
列
の
段
階
が
低
下
す
る
場
合
も
、
こ
れ
は
徴
怒
と
な
る
。
例
え
ば
、
(
一
般
に
拷
問
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
)
共
犯
の
証
言
は
徴
態
と
な
る
。

〈

M
〉

法
廷
に
お
い
て
反
復
さ
れ
な
い
裁
判
外
の
自
白
は
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
徴
懇
以
上
の
意
味
を
も
た
な
い
。
制
裁
の
重
大
性
と
か
か
る
自
由
の
真
実
性

を
め
ぐ
る
不
確
実
性
が
、
そ
れ
以
上
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

(
四
)

徴
怒
と
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
、
徴
怒
を
四
分
の
一
証
明
、
八
分
の
一
証
明
と
し
て
分
類
す
る
必
要
性
は
、
こ
の

時
代
に
は
ま
だ
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
価
値
を
自
ら
評
価
す
る
こ
と
が
裁
判
官
の
職
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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ハ
日
四
)

最
後
に
、
序
列
の
最
底
辺
に
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